
仲町丘陵発掘２０１６の地質学的成果

野尻湖地質グループ＊

はじめに

野尻湖発掘調査団は，野尻湖と池尻川低地の間に位置

する仲町丘陵（野尻湖発掘調査団地質グループ，１９７７）

で，ナウマンゾウを狩猟した人類（以下「野尻湖人」と

表記する）のキャンプサイトを探すことを大きな目標と

して，１９７６年から１９９８年にかけて８回の陸上発掘を

行った．このほか，１９７４年以降，仲町丘陵における地

質層序の解明と立が鼻遺跡の地質との対応関係を明らか

にする目的で，陸上発掘の合間の年に地質調査を精力的

に行った．これらの陸上発掘と地質調査による地質学的

成果については，野尻湖発掘調査団地質グループ（１９７７），

野尻湖地質グループ（１９８０，１９８４a，１９８４b，１９８７，１９９０，

１９９３，１９９４，１９９６，２０００），野尻湖地質グループ・火山

灰グループ（１９９３）にまとめられている．しかし，この

地域の堆積物には明瞭な火山灰鍵層が少なく，立が鼻遺

跡周辺の地質との対応関係については不明な点が多く残

されていた．

その後，国道１８号野尻バイパスの建設にともな

い，１９９９年から２００２年にかけて長野県埋蔵文化財セン

ターと信濃町教育委員会により，仲町丘陵を中心に大規

模な発掘調査が実施された．その結果，［上Ⅰピンク］

をはじめとする火山灰鍵層の発見や堆積物中の侵食間隙

の発見により仲町丘陵の地質層序が大きく改訂され，立

が鼻遺跡周辺の地質との対応関係だけでなく，仲町丘陵

の地形・地質発達史も明らかになってきた（花岡，２００３；
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図１ 仲町丘陵発掘２０１６のグリッド（１６NK―P―８d）位置図
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国土交通省関東地方整備局長野県埋蔵文化財センター，

２００４）．その後も野尻湖地質グループと野尻湖人類考古

グループとの合同調査により，仲町丘陵周辺の地形・地

質の検討および「野尻湖人」のキャンプサイトの可能性

を探ってきた．

以上のような経過や成果をふまえ，仲町丘陵の中でも

池尻川低地と野尻湖を結ぶ古池尻川の流路沿いに狙いを

絞り（図１），「野尻湖人」のキャンプサイトに迫る資料

収集を目的として，２０１６年より発掘調査を再開するこ

とにした．本報告では，２０１６年８月３日～１１日に実施

された発掘調査によって観察された地層と地質構造につ

いて報告する．

本報告をまとめるにあたり，野尻湖ナウマンゾウ博物

館の方々には，発掘調査時はもとより，野尻湖地質グル

ープの集会の時にも様々なご援助・ご協力をいただいた．

ここに記して感謝いたします．また，現場で得られた基

礎資料のすべては，２０１６年８月の発掘調査参加者によ

るものである．２０１６年８月の発掘調査およびそれ以降

２０１７年１０月までに実施された地質グループ集会参加者

の氏名を文末に記した．

仲町丘陵の地質概説

仲町丘陵の水成層は，下位より，琵琶島沖泥炭層，貫

ノ木層，下部野尻湖層Ⅲ，中部野尻湖層Ⅰ～Ⅲ，上部野

尻湖層Ⅰ，仲町砂礫層に区分され，それらを風成の柏原

黒色火山灰層が覆う（図２）（花岡，２００３；国土交通省

関東地方整備局長野県埋蔵文化財センター，２００４）．さ

らに仲町砂礫層は，層相に基づき下部，中部，上部に細

分されている．なお，仲町砂礫層下部は野尻湖地質グル

ープ（２０００）のスコリア質砂礫層に，中部は砂質礫層

［スナガラ］と泥質砂礫層［ドロガラ］に，上部は黄灰

色シルト層と暗褐色砂礫層［カツレキ］と暗褐色シルト

層にそれぞれ相当する（花岡，２００３）．

仲町砂礫層には明瞭な火山灰鍵層が確認されていな

かったために，暫定的に上部野尻湖層Ⅰ～Ⅲに相当する

とされた（野尻湖地質グループ，２０００）．しかし，国道

１８号野尻バイパス建設にともなう発掘調査により，仲

町砂礫層下部が紫灰色細粒火山灰層［上Ⅰピンク］を挟

むシルト層を削り込んで堆積する様子が確認された．さ

らに仲町砂礫層中部の基底付近にガラス質火山灰（ヌカ

Ⅰ）が確認されたため，仲町砂礫層は少なくとも上部野

尻湖層Ⅰよりも上位の地層であることが判明した（花岡，

２００３）．

その後，立が鼻遺跡周辺の野尻湖層は，野尻湖地質グ

ループ（２００４）により再定義され，岩層に基づき下位よ

り，貫ノ木シルト部層（K１，２ユニット），海端砂シル
ト部層（U１～３ユニット），立が鼻砂部層（T１～７ユ
ニット），芙蓉湖砂シルト部層（F１～４）に細分された．
以上の層序改訂をふまえると，花岡（２００３）の琵琶島沖

泥炭層，貫ノ木層，下部野尻湖層Ⅲ，中部野尻湖層Ⅰ～

Ⅲ，上部野尻湖層Ⅰ，仲町砂礫層は，野尻湖地質グルー

プ（２００４）の琵琶島沖層，野尻湖層貫ノ木シルト部層，

海端砂シルト部層 U２～U３，立が鼻砂部層 T４～T６，立
が鼻砂部層 T７，芙蓉湖砂シルト部層 F１～F２にそれぞ
れ相当すると考えられる（図２）．

１６NK―P―８d グリッドの地質と層序対比

今回の発掘地に隣接した国道１８号野尻バイパスの発

掘調査では，国土地理院の定める平面直角座標系（２００２

年以前の日本測地系）の長野県第Ⅷ系の原点を基準とし

た，４０m四方のグリッドが設定されている．今回の発
掘調査でも，このグリッド系を利用して，第Ⅷ系Ⅳ区 P
８（８m四方）を４分割した４m四方の小グリッド d区
画（１６NK―P―８d）を設定し，発掘地とした（図１）．
発掘調査ではグリッド南西部の南北３m，東西２m
については，客土を掘り上げるにとどめ，そのほかの部

分を深さ８０cmほど掘り下げ，東壁と北壁に出現した
地層断面を観察した．なお，グリッドの北東端に南北

１．２m，東西１mの試掘孔を設け，深さ１２０cmまで掘
り下げてより下位の地層を観察した（図３）．

今回確認できた地層は下位より順に，灰白色砂礫層，

淡灰色亜角礫～亜円礫層，灰白色礫層，灰白色スコリア

まじり砂質シルト層，暗灰色砂礫層，黄灰色火山灰質シ

ルト層（上部に火山ガラスを薄いレンズ状に挟む），黄

灰白色火山灰質シルト層，暗灰褐色火山灰質シルト層，

黒色腐植質火山灰土と黄灰色火山灰質シルトの客土・盛

土（撹乱層），黄灰色火山灰質シルトのブロックを多く

含む黒色腐植質火山灰土（攪乱層），炭の破片や淡褐色

砂質シルトブロック散る黒色土，玉砂利が多く混じる客

土の１２層である．これらの地層を観察した東側壁面と

北側壁面において地層断面スケッチ（図４，５）を作成

し，それを基に総合柱状図（図６）を作成した．な

お，１６NK―P―８dで確認された地層の層相については地
層断面スケッチに詳しく記述したので，本文での記載は

省略する．

なお，暗灰色砂礫層の下底付近から黒曜石製剥片の剥

片（３点）と無斑晶質安山岩製剥片（２点）が，暗灰褐

色火山灰質シルト層から縄文草創期の土器片（１点）が，

それぞれ発見された（野尻湖人類考古グループ，２０１８）．

１６NK―P―d８グリッド北東端の試掘孔で確認された灰
白色砂礫層は，風化により白っぽくなった輝石安山岩の

礫と同質の火山灰質砂からなり，淘汰が悪く，ラミナな

どの堆積構造が確認できないため，火砕流堆積物もしく

はその再堆積物と考えられる．その上位の淡灰色亜角

礫～亜円礫層も，基質がシルト質ではあるものの，礫種

は灰白色砂礫層と同じであるため，下位層の再堆積物と

考えられる．このような地層は，これまでの研究では単

に基盤とされ，その層準が明確に位置づけられてこな

かった．今回の調査でも層準に関する明確な根拠を得る

ことはできなかったが，野尻ローム層や神山ローム層の
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図２ 仲町丘陵の地質層序（花岡，２００３に加筆して作成）

図３ １６NK―P―８dグリッドの底面の地層スケッチ

仲町丘陵発掘２０１６の地質学的成果 59



層準にはこのような地層はこれまで確認されていないた

め，灰白色砂礫層と淡灰色亜角礫～亜円礫層は信濃町ロ

ーム層に相当する可能性がある．

１６NK―P―d８グリッド北側壁面において黄灰色火山灰
質シルト中に確認された一部薄いレンズ状をなす火山ガ

ラスの濃集層準には，バブルウォール型の火山ガラスが

多く含まれていた．１６NK―P―d８グリッドから北へ約６０
m離れた I―２３グリッドの東側壁面でバブルウォール型
の火山ガラスを主体とする火山ガラスの濃集層準が確認

されている（野尻湖火山灰グループ，２０００）．この濃集

層準は，火山ガラスの形状と主成分化学組成に基づき

［ヌカⅠ］および姶良―Tnテフラ（町田・新井，１９９２）
に対比される可能性が指摘された（野尻湖火山灰グルー

プ，２０００）．今回１６NK―P―d８で確認された火山ガラス
濃集層準は，ガラスの形状や上下の地層の層相が I―２３
グリッドの火山ガラス濃集層準に良く似ることから，両

グリッドの火山ガラス濃集層準は同一層準である可能性

が高い．

黒曜石剥片を包含する暗灰色砂礫層の基質には輝石の

単結晶が多量に含まれている．また，その下位に中部野

尻ローム層の火山灰鍵層である［青ヒゲ］，［ニセノミ］，

［赤スコ］は確認されなかった．さらに，信濃町ローム

層相当層の可能性がある淡灰色亜角礫～亜円礫層を浸食

して灰白色礫層と灰白色スコリアまじり砂質シルト層が

堆積している様子が確認された（図４，５）．以上のこと

と火山ガラス濃集層準とヌカⅠとの対比の可能性を考え

合わせると，灰白色礫層から火山ガラス濃集層準の基底

までの地層は，仲町砂礫層下部に対比できる（図６）．

火山ガラス濃集層準から縄文草創期の土器片が見つ

かった暗灰褐色火山灰質シルト層までの層準は，黒色腐

植質火山灰土を主体する撹乱層の下位に位置することか

ら，仲町砂礫層中・上部に対比できる（図６）．した

がって，１６NK―P―８dグリッドでは，海端砂シルト部層

と立が鼻砂部層，柏原黒色火山灰層に対比できる層準は

確認できなかった．

このほか，黒ボク土を主体とする攪乱層の直下まで切

る北東－南西方向の開口亀裂をグリッドの底面と北・東

側壁面で確認することができた（図３）．１６NK―P―８dグ
リッドから南南西へ約１００m離れた仲町遺跡Ⅱ区のグ
リッドでも野尻ローム層の火山灰鍵層である［赤スコ］

の上面が N６０°～８０°Eの走向をもつ小断層群によって
ブロック化している様子が確認された（野尻湖地質グル

ープ，１９９３）．また，この小断層群は柏原黒色火山灰ま

で切っているものがあるものの，耕作土および撹乱層は

切っておらず，仲町丘陵の隆起にともなって形成された

ものと推定されている．今回確認された開口亀裂も仲町

遺跡Ⅱ区のグリッドで観察された小断層群と同様の走向

をもつことから，仲町丘陵の隆起にともなって形成され

たものである可能性がある．

まとめ

１６NK―P―８dグリッドにおいて下位より順に，灰白色
砂礫層，淡灰色亜角礫～亜円礫層，灰白色礫層，灰白色

スコリアまじり砂質シルト層，暗灰色砂礫層，黄灰色火

山灰質シルト層（上部に火山ガラスを薄いレンズ状に挟

む），黄灰白色火山灰質シルト層，暗灰褐色火山灰質シ

ルト層，黒色腐植質火山灰土と黄灰色火山灰質シルトの

客土・盛土（撹乱層），黄灰色火山灰質シルトのブロッ

クを多く含む黒色腐植質火山灰土（攪乱層），炭の破片

や淡褐色砂質シルトブロック散る黒色土，玉砂利が多く

混じる客土の１２層を確認した．

以上の地層のうち，灰白色砂礫層と淡灰色亜角礫～亜

円礫層は信濃町ローム層に，灰白色礫層から火山ガラス

濃集層準の基底までの地層は仲町砂礫層下部に，それぞ

れ相当する可能性がある．火山ガラス濃集層準から縄文

草創期の土器片が見つかった暗灰褐色火山灰質シルト層

図４ １６NK―P―８dの北側壁面の地層断面スケッチ
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図５ １６NK―P―８dの東側壁面の地層断面スケッチ

図６ 仲町合同調査（１６NK―P―８dグリッド）の総合柱状図
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は，仲町砂礫層中・上部に相当すると考えられる．

１６NK―P―８dグリッドの底面および壁面で観察された
開口亀裂は，仲町丘陵の隆起にともって形成された可能

性がある．

２０１６年８月の発掘調査 参加者（アイウエオ順，敬称

略，＊責任者）

赤羽貞幸，石塚二侍子，小林早苗，小林忠夫，小林雅弘，

小林康夫，近藤洋一，斉藤尚人，柴崎健治，新海正博，

関めぐみ，竹下欣宏＊，竹村健一，趙 哲済，中川知津

子，中村由克，花岡邦明，深澤科子，深澤哲治，深澤

碧，宮下 忠，渡辺哲也

２０１６年８月の発掘調査まとめの集会参加者（アイウエ

オ順，敬称略，上記参加者を除く）

網干基央，飯沼彩果，伊藤択真，内山美恵子，齋藤克之，

酒井潤一，重山和真，田中俊廣，長橋美晴，長橋良隆，

橋本幸世，原野紗衣，広瀬莉佐，松村文太，宮島志保美
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Geology of the Nakamachi hill Excavation 2016 in west of the Lake Nojiri-ko, central Japan

Geological Research Group for Nojiri-ko Excavation

Abstract The geologic results of the Nakamachi hill Excavation 2016（Joint survey between Geological Re-
search Group for Nojiri-ko Excavation and Anthropology and Archaeology Research Group for Nojiri-ko Excava-
tion）in the Nakamachi hill at western part of the Lake Nojiri-ko is reported in this paper. The Joint Survey 2016
in Nakamachi hill was carried out in August, 2016.

The strata of the 16NK-P-8d grid was divided into strata possibly corresponding to the Shinanomachi Loam
Formation, the Lower part of Nakamachi Sand and Gravel Member and the Middle to Upper part of Nakamachi
Sand and Gravel Member in ascending order. In addition, there is a possibility that the open clack on the bottom
and wall surface in the 16NK-P-8d grid was formed along with the uplift of Nakamachi hill.

Key words: Nakamachi hill, Upper Pleistocene, stratigraphy, Nojiri-ko Formation
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